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議会運営委員会 

 

平成３０年３月７日午前１１時４０分から委員会室で開かれた。 

 

１．出席委員 

◎木澤 正男     ○小村 尚己      小林  誠 

平川 理恵      嶋田 善行      坂口  徹 

奥村 容子 

伴 議 長 

 

２．理事者出席者 

教  育  長  藤原 伸宏    総 務 部 長   昭男 

 

３．会議の書記 

議会事務局長         真弓  啓    同 局 長 補 佐  大塚 美季 

 

４．審査事項 

別紙のとおり 
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開会（午前１１時４０分） 

署名委員 奥村委員、小村委員 

 

皆さん、お疲れさまです。 

全委員出席されておりますので、ただいまから議会運営委員会を開会

し、本日の会議を開きます。 

最初に、本委員会の会議録署名委員を私から指名いたします。 

会議録署名委員に、奥村委員、小村委員のお２人を指名いたします。

お２人には、よろしくお願いいたします。 

本日の議事日程は、お手元に配布していますレジメのとおりでござい

ますので、レジメに沿って進めてまいりたいと思います。 

初めに、１．協議事項、（１）平成３０年第１回斑鳩町議会定例会に

ついて、①付議予定議案等の取扱いについてを議題といたします。 

本定例会初日の全員協議会で教育長から報告がございました、史跡中

宮寺跡整備工事について、その後、新たな動きがあったということで、

教育長から報告の申し出がございましたので、ご説明いただきたいと思

います。 藤原教育長。 

 

それでは、私のほうから、本定例会での追加議案の提出等につきまし

て、２点ご報告とお願いをさせていただきたいと思います。 

まず、１点目でございますが、初日の全員協議会において、ご報告を

させていただいた件でございます。 

現在、生涯学習課が進めております史跡中宮寺跡整備工事につきまし

て、平成２９年第３回定例会におきまして、議案第２５号 平成２９年

度史跡中宮寺跡整備工事請負契約の締結について、６月２１日に議決を

いただいたところでございます。 

本工事につきましては、平成３０年３月２３日までを契約工期とし

て、工期内完成を目指してすすめてきたところではございますが、昨年

１１月に監理委託をしておりますコンサル会社の担当者が急逝をされ

担当者が交替されたことから、工事に遅れが生じ、現在、非常に余裕の

ない状況となってございます。 
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このようななか、今後、天候等の事情により工期内竣工ができないこ

とも見込まれますことから、議会議決後２７６日間とする工期を８日間

延長させていただきまして、議会議決後２８４日間に変更させていただ

きたく、本定例会において追加議案を提出させていただきまして、議決

を賜りますようお願い申し上げる次第でございます。 

どうぞよろしくお取り計らいいただきますようお願い申し上げます。 

次に、２点目でございます。同じく史跡中宮寺跡の整備に係ります関

連工事としまして、史跡地北側の隣接地におきまして、史跡地内にござ

いました農道の付け替え工事を行うため、当該地の発掘調査を行ってお

りましたところ、東西にわたり８個の柱穴を確認をいたしました。この

遺構が中宮寺に関係した遺構の可能性もありますことから、今後です

ね、史跡中宮寺跡整備検討委員会の先生方とご相談させていただき、ま

た、県教育委員会とも協議をいたしまして、今後の方針を定めてまいり

たいと考えているところでございます。 

つきましては、当面、工事に着手できる状況にはございませんので、

当該工事費につきまして、繰越明許費として平成３０年度へ予算繰り越

しをいたしたく、これに係る補正予算を提出させていただきたいという

ふうに考えているところでございます。 

なお、この工事費につきまして、設計変更を伴いますことから、現在、

設計のくくり直しなど、事務作業を進めているところではございますけ

れども、現在のところこの目途がたっていない状況でございます。そう

いったことで、３月１６日の総務常任委員会には、ただ今申し上げまし

た内容のご報告を申し上げたいと思っており、なお、本会議最終日に提

出できるようであれば、追加上程させていただきたいと考えておりま

す。また、間に合わない場合も想定されますので、その際には専決処分

させていただきたく合わせてお願い申し上げます。どうぞよろしくお取

り計らい願いますようお願い申し上げます。 

 

それではですね、まず、本定例会初日の全員協議会でご報告していた

だいておりました史跡中宮寺跡整備工事請負契約の工期の延長につい

てですが、この議案の取り扱いについて、ご協議いただきたいと思いま
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す。 

方法といたしましては、１つとしては、明日３月８日の一般質問の後

に追加上程し、提出議案説明、総括質疑を行い、そこで即決するという

方法。２つとしては、同じく明日３月８日に追加上程し、提出議案説明

と総括質疑を行い、さらに総務常任委員会に付託をし、最終日に議決す

る方法。また３つ目としては、総務常任委員会でこの内容について町側

からご報告いただき、一定の審議を行い、最終日に追加上程、議決を行

うという、以上３つの方法が考えられるかと思います。 

いずれの取り扱いとすべきか、委員皆さまのご意見をお受けいたした

いと思います。いかがでしょうか。 嶋田委員。 

 

ちょっとわからへんところあるねんけど、この工期を延長するという

のは何日、８日間延長ということで、期限は３月３１日ということ、そ

れと新たに遺構が出てきたことに関して検討して、区画の変更はないん

かな、その工期はどうなるわけ。 

 

藤原教育長。 

 

まず１点目の史跡中宮寺の整備工事の工期の延長についてのご質問

なんですけども、これにつきましてはですね、８日間延長させていただ

きまして、年度内いっぱいの３月３１日まで余裕をもって取りたいと考

えております。 

２点目のご質問なんですけども、柱跡というのが出てきましてです

ね、これがどうも一番、なんて言うんですか、中宮寺のいわゆる今現在

史跡整備進めてます、中宮寺の北側の塀跡じゃないかなというふうに推

定をしているところでございまして、今現在ですね、それを確かめるべ

く調査を更に進めているところでございます。その中でもし今後です

ね、先生方に見ていただきまして、ご意見もいただきたいなと思ってい

るんですけども、その際にですね、場合によりましては、そのまま保存

しながら埋め戻すという方法、あるいは区域の変更といいますか、いわ

ゆる史跡中宮寺跡の指定の区域の変更等もございます。こういったこと
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につきましては、今後先生方のご意見、また県教育委員会、文化財保存

会と協議を進めながらですね、どうしていくのかという方針を決めてい

きたいなと思っているところでございます。まあ、そういったことで今

後の日程が非常に未確定な状況の中で、とりあえずはこの農道の工事費

につきましてですね、いったん翌年度へ繰り越しをさせていただきたい

というふうに考えております。 

 

嶋田委員。 

 

そしたら、工期の延長と北側の里道いうんかな、それとは別と考えて

ええわけですか。 

 

似たようなところで申し訳ないんですけれども、別でございます。 

 

他の委員さんいかがでしょうか。 

どういう方法にするかということも含めてご意見いただければなと

思うんですけども。 小林委員。 

 

そもそも適切な対応の仕方っていうのが、どれが適切なのかがわから

ないんですけども、ほかの議案と同じように、２番目の案で、総務委員

会の方でもう１度議論していただく方がいいのかなというふうに個人

的には思っております。 

 

２番目というと。明日上程して総務常任委員会に付託して審議をする

ということですね。 嶋田委員。 

 

まだようわからへんねんけども、北側の里道の工事、付け替え工事に

関しては今回の整備計画の中には入ってなかったわけですか。 

 

藤原教育長。 
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今回の整備計画の中には入ってございませんでした。 

 

嶋田委員。 

 

そしたらね、僕は今回は本会議場で総括質疑のあと、表決をしてもい

いのではないかなと、結局工期の延長だけであるんでね、それでいいの

ではないかなと思います。ほんでその新たに出てきた遺構は別工事とい

うことであれば、それは総務委員会に報告していただいて、そのうえで、

そやけど、繰越明許費はその時に出してもらわなあかんのかな、補正予

算の関係で、の時に、それはまた後でもええんかな。 

 

最終日までに間に合うようだったら、議案として提出をされるという

ことで、間に合わない場合は専決処分ということで、さっき教育長おっ

しゃっていたと思うんですけども。だから発掘したものをまず専門家の

人に見てもろて、どういうものなんかという判断していただくとか、い

ろいろ手続等が必要で、それが会期内にできるか、見通しが立つかどう

かっていう、そういう問題があるのかなと思うんですけども。 

嶋田委員。 

 

そしたら、とにかく工期の延長に関しては、僕はもう本会議で表決す

ればいいのではないかなと思います。そして、また、里道の、里道です

かな、の付け替えに関しては、そんな一朝一夕にできるものではなしに、

もっと範囲広げて調べてみいとか、おそらくそういうことになるのでは

ないかなと思いますんで、専決処分というよりも、もうとにかく結果で

るまで見ていくという形でしか仕方ないのではないかなと、僕は思って

ますね。 

 

 藤原教育長。 

 

 ただ今のお話聞くとあれなんですけども、史跡の発掘調査の件に関し

ましてはですね、今後そういう形で調査を進めながらいろんな関係機関
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とも協議を進めていかないとと思います。今、お願いしておりますのは、

この道路の、その場所におけます農道の工事につきましてはですね、こ

れにつきましてはおっしゃるように今後の方向によっては工事を行わ

ないということも確かにございます。しかしながらですね、場合によっ

てはその遺構を現状保存をしながらですね、舗装工事をしてもよいとい

うことも想定されますので、とりあえずはこの工事費をですね、確保し

ておくために繰越をしておきたいと、もしですね、農道工事をしてよい

ということになった時にですね、この予算を確保しておかなければ、工

事が進められない、予算が、予算をですね、３０年度の予算を補正をし

て対応しなければならないということもございます。そういったことで

近隣の方にですね、ご迷惑をおかけしますということもございますの

で、できるだけそういった場合には早期に工事にかかるように予算を確

保しておきたいということで、繰越をお願いしたいということでござい

ます。 

 

 先ほど教育長、中宮寺の整備計画の中にはそれは入ってないとおっし

ゃっていましたけども、でも中宮寺の整備に関わって農道の付け替えが

必要だというものなんですよね。もともとどういう予算組みしてはった

んですか。 藤原教育長。 

 

 もともとはですね、北側に隣接されます田畑がございます。そちらの

方へ行かれるための農道というのが史跡地内にもともとございました。 

 そうした中ですですね、当初の計画は史跡地内の周遊道路といいます

か、そちらを通ってもらって入っていただくというような計画で進めて

きたところでございますけれども、やはりそういった中で園内を通りた

くてもご不便がございます。また、園の利用者に関しましてもですね、

安全面等も配慮しなければならないということで、付け替えをすること

にさせていただいたものでございます。 

 

 それって、そういう説明って総務委員会でしていただいてたんですか

ね。たぶんその説明はなかったと思うんです。だから、その話がまずあ
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ったというのを言ってもらわんと皆さん理解でけへんのかなと思うん

ですけど。だからもともと中宮寺の整備で周遊道路までだとしていたの

が、新たに農道の付け替えが発生したというふうになるんですかね。 

 

暫時休憩いたします。 

 

（ 午前１１時５５分 休憩 ）  

（ 午後 ０時  分 再開 ） 

 

再開いたします。 

改めまして委員皆さんのご意見お聞きしたいと思います。いかがでし

ょうか。 平川委員。 

 

新たに出てきた遺構のこともありますので、付託して進めたらいいと

思います。 

 

奥村委員。 

 

同じ意見で、付託して決めていただいたらと思います。 

 

坂口委員。 

 

関連することですんで、付託して審議していただければと思います。 

 

そしたら多くの皆さん、総務委員会に付託して審議していただいては

というご意見かと思いますので、そういう形で確認させていただいても

よろしいですか。 

 

（ 異議なし ） 

 

それでは、史跡中宮寺跡整備工事請負契約の工期の延長についての議
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案の取り扱いは、明日３月８日に本会議に上程していただいて、総務常

任委員会に付託、最終日に議決をするという日程で進めさせていただき

たいと思いますがよろしいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

議長には、ただいま確認しましたとおり、付議議案の取り扱いをして

いただきますよう、お願いいたします。 

それと次に、先ほど教育長から新たにご報告いただきました、補正予

算の件についてでございますが、現段階では、事務手続きのめどがたっ

ていないとのことでございますので、３月１６日（金）開催予定の総務

常任委員会で内容についてはご報告いただいて、議案の提出に関しまし

ては、補正予算の事務手続きの状況により、３月１９日（月）開催予定

の議会運営委員会において改めて判断せざるを得ないというふうに考

えておりますが、これについてはそういう形で進めさせてもらってよろ

しいでしょうか。 

 

（ 異議なし ） 

 

それでは、史跡中宮寺跡整備工事に係る補正予算については、次回の

議会運営委員会によって改めて判断させていただくということで確認

をしておきます。 

次に、２．その他について、各委員から質疑、ご意見等があれば、お

受けいたします。ございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

それでは議長から、何かございませんか。 

 

（ な  し ） 
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事務局から、何かございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

それでは、これをもって、その他については終わります。 

以上をもちまして､本日予定しておりました案件は全て終了いたしま

した。 

なお、本日の委員長報告のまとめについては、正副委員長にご一任い

ただきたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

それでは、これをもって本日の議会運営委員会を閉会いたします。 

どうもお疲れ様でした。 

（午後０時０７分 閉会） 

 

 


